
                  

◎
最
近
の
出
来
事 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
５
回 

目
も
終
わ
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
も
、
残
す
と
こ
ろ
１
月
余
り 

こ
の
冬
は
暖
冬
気
味
の
傾
向
か
な
？ 

物
価
の
上
昇
と
光
熱
費
等
の
値
上
が 

り
が
年
金
受
給
者
に
と
っ
て
厳
し
い 

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
と 

こ
ろ
、
防
衛
費
の
２
％
の
増
強
負
担 

を
国
民
の
懐
を
当
て
に
す
る
案
が
出 

て
き
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
負 

担
も
高
齢
者
に
と
の
案
も
・
・
・
。 

 

と
も
あ
れ
、
１
年
間
何
事
も
な
く 

終
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝
々
で
す
。 

◎
支
部
の
活
動
報
告 

 

□
除
草
剪
定
作
業
の
実
施 

去
る
１
０
月
２
０
日
や
す
ら
ぎ
荘 

の
除
草
剪
定
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

秋
晴
れ
の
下
、
午
前
９
時
か
ら
作
業

を
開
始
し
、
お
昼
前
に
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１
７
名
で
、

今
年
は
例
年
に
な
い
ツ
ル
が
は
び
こ

り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
の
草
刈
り
、

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

         

  

役
員
の
皆
さ
ん
準
備
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

□
秋
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

１
１
月
１
４
日
午
前
９
時
か
ら
朽

木
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

紅
葉
の
木
々
に
囲
ま
れ
お
昼
過
ぎ
ま

で
プ
レ
ー
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
参
加
者
は
１
４
名
で
し
た
。 

一
位 

志
村
市
左
衛
門
氏 

２
位 
清
水
良
秋
氏 

３
位 
大
石
幸
夫
氏 

Ｂ
Ｂ 

冨
田
豊
氏 

          

役
員
の
皆
さ
ん
準
備
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た 

 

□
会
員
文
化
作
品
展
の
実
施 

３
年
振
り
の
開
催
で
出
展
数
が
気

掛
か
り
で
し
た
が
、
最
終
１
８
点
の

出
展
を
し
て
頂
き
、
１
２
月
１
日
～

４
日
ま
で
の
間
、
安
曇
川
ふ
じ
の
き

ホ
ー
ル
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
作
品
展
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

  

    

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 

 

第９１号 令和４年１２月５日     

発行責任者 白井 與士則 

 

 

やすらぎ荘剪定作業 

 

 

会
員
文
化
作
品
展 

http://www.e-biwako.jp/04_daigaku/index.html


◎
レ
イ
大
同
窓
会
本
部
事
業 

◇
本
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

去
る
１
１
月
２
２
日
竜
王
ド
ラ
ゴ
ン 

ハ
ッ
ト
を
会
場
に
本
部
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
支
部
か 

ら
６
名
が
参
加
、
団
体
戦
は
８
位
で
、 

個
人
で
は
古
谷
芳
實
氏
が
第
３
位
に 

輝
き
ま
し
た
。〔
１
４
日
表
彰
〕 

           

❖
本
部
『
地
域
活
動
発
表
会
』 

日
時
：
１
２
月
１
４
日
１
０
時
か
ら 

場
所
：
草
津
校
大
教
室 

発
表
者
：
川
尻
耕
生
氏 

発
表
内
容
：
お
も
ち
ゃ
病
院
の
紹
介 

発
表
時
間
：
１
３
時
４
０
分
～
予
定 

当
日
１
０
時
か
ら
開
会
式
が
あ
り
、 

過
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
９

支
部
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。 

         

◎
レ
イ
大
同
窓
会
本
部
事
業
予
定 

❖
無
料
基
礎
（
必
修
）
講
座 

・
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス 

日
時
：
令
和
５
年
１
月
２
０
日
（
金
） 

午
前
１
０
時
～
１
２
時 

内
容
：
近
江
が
生
ん
だ
知
将
『
石
田
三
成
』 

講
師
：
太
田
浩
司
氏
（
淡
海
歴
文
研
究
所
） 

参
加
：
３
０
名 

〔
支
部
か
ら
は
２
名
〕 

申
込
締
切
：
１
月
７
日
（
土
）
迄
に 

支
部
長
ま
で
連
絡
下
さ
い
。 

※
米
寿
を
迎
え
て 

２
０
期
生
活
科
学 

山
形
ひ
さ
江 

     

 

  

米
寿
を
迎
え
る
年
齢
に
な
っ
て
過

ぎ
去
り
し
人
生
を
振
返
り
見
る
昨
今
、

九
人
兄
弟
の
八
番
目
と
し
て
能
登
の

輪
島
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
校
卒
業

と
同
時
に
北
海
道
の
姉
の
所
に
行
き
、

そ
こ
で
幼
稚
園
の
資
格
を
学
び
六
年

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

後
に
中
学
生
の
同
級
生
と
結
ば
れ

埼
玉
で
の
新
生
活
が
始
ま
り
、
後
に

主
人
が
大
阪
で
ス
プ
リ
ン
グ
会
社
の

所
長
と
な
り
、
大
阪
の
千
里
山
に
移

住
し
ま
し
た
。 

主
人
が
営
業
担
当
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
滋
賀
に
も
足
を
運
び
そ
こ
で
、

今
の
ナ
シ
ュ
ナ
ル
住
宅
を
紹
介
さ
れ

移
住
、
以
来
琵
琶
湖
の
空
気
に
癒
さ

れ
て
近
く
の
病
院
で
七
十
一
歳
頃
迄

働
き
ま
し
た
。
日
々
、
美
し
い
琵
琶

湖
を
眺
め
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
居
ま
す
。 

 

か
し
こ 

【
編
集
後
記
】 

 

今
年
１
年
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
役
員
の
皆
様
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
何
と
か
事
業
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
３
ヶ

月
余
り
、
変
わ
ら
ず
御
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎
次
回
１
月
下
旬
に
「
高
島
通
信
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
原
稿
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

郵
便
か
メ
ー
ル
に
て
    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

3
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送
付
先 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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住
所
：
高
島
市
宮
野
四
〇
九 
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